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四
月
二
三
日
、
中
国
人
力
資
源
お
よ
び

社
会
保
障
部
（
以
下
「
人
力
資
源
部
」）

は
二
〇
一
〇
年
度
第
一
四
半
期
記
者
会
見

を
行
い
、
就
業
対
策
が
順
調
に
進
ん
で
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
発
表
に
よ
れ
ば
、

都
市
部
の
新
規
就
業
増
加
数
は
二
八
九
万

人
で
、通
年
目
標
の
う
ち
三
二
％
を
達
成
、

都
市
部
の
失
業
率
も
四
・
二
％
と
、
昨
年

末
か
ら
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

　

全
体
と
し
て
の
数
字
を
見
る
と
大
き
な

問
題
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
中
国
の
雇
用

情
勢
で
あ
る
が
、
社
会
環
境
や
労
働
力
構

成
の
変
化
に
産
業
構
造
転
換
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
実
際
は
二
つ
の

大
き
な
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
を
抱
え
て
い
る
。

大
学
卒
業
生
の
就
職
難
と
農
民
労
働
者

（
農
民
工
）
の
不
足
と
い
う
一
見
相
反
す

る
よ
う
に
見
え
る
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
記
者
会
見
の
際
、
人
力
資

源
部
・
尹
成
基
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が
、
就

業
状
況
は
良
好
で
あ
る
と
強
調
し
た
後
、

大
学
卒
業
生
、
農
民
工
お
よ
び
就
業
困
難

な
人
々
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
や
る
べ
き
と
強
調
し
た
背
景
に
は
、
か

か
る
現
状
認
識
が
あ
る
。

●
大
学
生
の
就
職
難

一
．
就
職
難
の
現
状
と
背
景

　

本
年
の
大
学
卒
業
生
数
は
六
三
一
万
人

で
、
二
〇
〇
三
年
の
二
一
二
万
人
か
ら
三

倍
近
く
に
増
え
た
（
中
国
大
学
生
創
業

ネ
ッ
ト
よ
り
）。
急
激
に
増
加
し
た
高
学

歴
者
を
吸
収
す
る
だ
け
の
産
業
構
造
転
換

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大
学
生
の

就
業
難
は
求
職
者
全
体
と
比
べ
て
厳
し

く
、し
か
も
厳
し
さ
は
年
々
増
し
て
い
る
。

　

政
府
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年
七

月
一
日
時
点
に
お
け
る
同
年
の
大
学
卒
業

生
の
就
職
率
は
六
八
％
で
あ
り
、
卒
業
時

点
に
お
い
て
三
割
以
上
、
二
〇
〇
万
人
近

く
が
就
職
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

大
学
生
の
就
職
難
の
原
因
に
つ
い
て
、
復

旦
大
学
の
就
職
担
当
者
は
以
下
の
よ
う
な

点
を
挙
げ
て
い
る
。

①�　

供
給
が
需
要
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
。需

要
が
、
急
激
な
大
学
生
の
増
加
に

比
例
し
て
増
加
し
て
い
な
い
。

②　

構
造
的
矛
盾

︱
地
域
間
の
矛
盾
：
東
部
と
中
西
部

地
区
の
発
展
が
不
均
衡
（
も
と
も
と

東
部
に
大
学
生
が
多
い
う
え
、
中
西

部
の
大
学
生
も
東
部
で
の
就
職
を
希

望
す
る
）

︱
専
攻
の
矛
盾
：
専
攻
部
門
の
人
数

比
率
と
社
会
の
需
要
が
不
一
致

︱
卒
業
生
の
考
え
方
の
矛
盾

・�

期
待
過
剰
：
学
生
自
身
、
父
母
、

友
人
の
期
待
が
高
す
ぎ
る
。

・
目
標
が
不
明
確

・
学
生
側
の
準
備
不
足

　

中
国
政
府
は
戦
略
的
に
大
学
生
を
増
や

し
て
き
て
お
り
、
併
せ
て
産
業
の
高
付
加

価
値
化
に
よ
っ
て
高
学
歴
者
の
就
職
機
会

も
増
や
す
べ
く
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
七

年
で
三
倍
と
い
う
増
加
は
余
り
に
急
速
で

あ
り
、
大
学
卒
業
生
の
急
増
が
就
業
難
の

主
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
教
育
部
も
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
が
国
に
比

べ
て
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ

特
別
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

中
国
で
は
、
大
学
生
へ
の
家
族
や
親
戚
、

友
人
、
更
に
は
故
郷
全
体
の
期
待
が
大
き

く
、
こ
の
こ
と
が
学
生
本
人
に
対
す
る
大

（出所）「大学生創業ネット」より。

図1　中国の大学卒業生数推移

表1　年別大学卒業生の就職率
卒業時期 人数（万人） 待機人数（万人） 就職率（％）

2001 115 34 70

2002 145 37 74

2003 212 52 75

2004 280 69 75

2005 340 79 76

2006 413 91 77

2007 495 145 70

2008 559 173 69

2009 611 196 68

（出所）「大学生ヘッドハントネット」より。
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き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
。こ
の
結
果
、

期
待
に
沿
わ
な
い
仕
事
で
あ
れ
ば
就
職
し

な
い
、
ま
た
は
期
待
さ
れ
て
い
る
手
前
、

妥
協
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
状
況
に
な

り
、就
業
難
を
一
層
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。

　

北
京
な
ど
大
都
市
部
で
は
、
こ
う
し
た

若
者
が
故
郷
に
帰
る
に
帰
れ
ず
、
農
村
部

と
の
境
界
地
区
に
数
平
米
の
ア
パ
ー
ト
を

借
り
て
集
団
で
生
活
し
、
保
険
勧
誘
や
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
の
非
正
規
雇
用
に
就
い

て
い
る
「
蟻
族
」（
知
能
が
高
く
、
集
団

で
暮
ら
し
、
弱
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の

よ
う
に
呼
ば
れ
る
）
と
い
う
一
群
が
現
れ

て
い
る
。

二
．
政
府
の
取
り
組
み

　

四
月
七
日
、
人
力
資
源
部
、
教
育
部
、

財
政
部
、
中
国
人
民
銀
行
、
国
家
税
務
総

局
、
国
家
工
商
行
政
管
理
総
局
は
連
名
で

「
二
〇
一
〇
年
大
学
卒
業
生
就
業
推
進
行

動
の
実
施
と
大
学
卒
業
生
の
就
業
の
強
力

な
推
進
に
関
す
る
通
知
」を
発
出
し
た（
中

国
政
府
は
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
関
係
部

門
の
連
名
で
「
通
知
」
を
発
出
さ
せ
、
各

部
門
お
よ
び
各
部
門
傘
下
の
地
方
部
門
に

責
任
を
負
わ
せ
て
目
標
の
達
成
を
図
る
こ

と
が
多
い
）。

　
「
通
知
」は
ま
ず
、本
年
の
目
標
と
し
て
、

卒
業
時
点
で
の
就
職
率
を
七
割
前
後
、
年

末
時
点
で
八
割
以
上
と
い
う
数
字
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
二
〇
〇
九
年
実

績
と
横
ば
い
の
数
字
で
あ
り
、
中
国
経
済

が
世
界
金
融
危
機
か
ら
順
調
に
回
復
し
て

い
る
中
で
も
、
大
学
卒
業
生
の
就
職
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
厳
し
い
現
状
認
識
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
通
知
」

に
盛
り
込
ま
れ
た
「
行
動
」
の
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

�「
就
職
ポ
ス
ト
開
拓
計
画
」を
実
施

し
、
就
職
ル
ー
ト
を
拡
大
。

②　

�「
創
業
指
導
計
画
」
を
実
施
し
、
自

主
創
業
を
推
進
す
る
。

③　

�「
就
職
サ
ー
ビ
ス
と
援
助
計
画
」
を

実
施
し
、
無
料
の
公
共
就
職
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。

　

ま
た
、「
行
動
」
を
組
織
的
に
実
施
す

る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

掲
げ
て
い
る
。

①　

�

指
導
を
強
化
し
、
責
任
を
明
確
化
す

る
。
大
学
卒
業
生
の
就
業
を
就
業
対

策
の
最
優
先
に
位
置
づ
け
、
目
標
を

明
確
化
し
、
責
任
を
強
化
し
て
評
価

と
監
督
を
強
化
す
る
。

②　

�

法
律
に
基
づ
い
て
就
職
管
理
制
度
と

人
材
資
源
市
場
管
理
制
度
を
更
に
改

善
す
る
。

③　

�

大
学
卒
業
生
の
就
職
事
業
に
対
す
る

資
金
的
サ
ポ
ー
ト
を
拡
大
す
る
。

④　

�

高
等
教
育
改
革
。
就
職
状
況
の
芳
し

く
な
い
専
攻
に
つ
い
て
は
客
観
的
に

分
析
を
行
い
、
状
況
に
よ
っ
て
調
整

を
行
う
（
筆
者
注
：
規
模
を
縮
小
す

る
）。
卒
業
生
の
就
職
状
況
を
大
学

の
成
績
評
価
の
重
要
指
標
と
す
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
関
係
部
門
が
、
様
々
な
側
面

か
ら
、
地
方
を
含
め
た
関
係
者
に
責
任
を

負
わ
せ
る
形
で
取
り
組
む
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
は
、
大
量
の
高
学
歴
失
業
者

が
出
る
こ
と
に
な
れ
ば
国
家
の
損
失
に
な

る
と
い
う
認
識
に
加
え
、
彼
ら
が
不
満
を

蓄
積
さ
せ
る
こ
と
は
社
会
安
定
に
も
悪
影

響
を
与
え
か
ね
な
い
と
の
認
識
を
窺
わ
せ

る
。
た
だ
、
産
業
構
造
を
転
換
さ
せ
る
に

は
時
間
を
要
す
る
し
、
大
学
生
の
就
職
に

対
す
る
考
え
方
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
も
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
大
学
の
評

価
指
標
と
し
て
就
職
率
を
重
視
し
す
ぎ
る

と
、
大
学
が
就
職
率
を
水
増
し
す
る
現
象

（「
被
就
業
」（
就
業
さ
せ
ら
れ
る
、
の
意
）

と
呼
ば
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
当
は
就
職
し

て
い
な
い
の
に
記
録
の
上
で
は
就
職
し
た

こ
と
に
さ
せ
ら
れ
こ
と
を
指
す
。
大
学
が

卒
業
要
件
と
し
て
就
職
証
明
書
を
要
求

し
、
学
生
は
証
明
書
を
偽
造
し
た
り
、
ツ

テ
を
頼
っ
て
証
明
書
を
出
し
て
も
ら
っ
た

り
す
る
等
の
手
段
を
用
い
る
行
為
が
珍
し

く
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）が
蔓
延
し
、

就
職
統
計
自
体
が
当
て
に
な
ら
な
い
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。

●
農
民
工
の
不
足

一
．
現
状
と
背
景

　

反
面
、
昨
年
後
半
か
ら
沿
海
部
の
組
立

加
工
業
を
中
心
に
農
民
工
不
足
が
深
刻
化

す
る
現
象
が
現
れ
た
。
春
節
（
旧
正
月
）

や
秋
の
収
穫
期
に
里
帰
り
し
た
労
働
者
が

戻
っ
て
く
る
ま
で
の
間
、
一
次
的
に
人
手

不
足
に
な
る
の
は
恒
例
行
事
で
あ
る
が
、

近
年
は
ど
ん
ど
ん
そ
の
時
期
が
早
ま
り
、

規
模
が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
三
月
上

旬
に
人
力
資
源
部
が
行
っ
た
重
点
調
査
に

よ
る
と
、
三
月
一
〇
日
時
点
で
の
広
東
省

の
労
働
者
不
足
は
七
〇
万
人
、
福
建
省
は

二
〇
万
人
と
、
労
働
者
が
故
郷
か
ら
戻
っ

て
き
た
こ
と
や
賃
上
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
春
節
明
け
の
二
月
下
旬
よ
り
い

ず
れ
も
改
善
し
て
い
る
が
、
農
村
部
で
大

量
の
潜
在
余
剰
労
働
力
を
抱
え
る
一
方
で

人
手
不
足
が
半
ば
構
造
化
し
て
い
る
（
長

江
デ
ル
タ
地
区
や
珠
江
デ
ル
タ
地
区
の
日

系
企
業
数
社
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
と
こ
ろ
状
況
は
や
や
改
善
し
て

い
る
が
、
組
立
産
業
を
中
心
に
依
然
人
手

不
足
で
、
賃
上
げ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
も
多

い
）。

　

国
家
統
計
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
二
〇

〇
九
年
の
農
民
工
数
は
二
億
二
九
七
八
万

人
で
、
前
年
に
比
べ
て
一
・
九
％
増
加
、

う
ち
出
稼
ぎ
労
働
者
は
一
億
四
五
三
三
万

人
で
三
・
五
％
増
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
内
訳
を
見
る
と
地
域
別
に
大
き
な
不

均
衡
が
存
在
し
て
い
る
。
東
部
へ
の
出
稼

ぎ
は
九
〇
七
六
万
人
で
八
・
九
％
減
少
、

中
部
は
二
四
七
七
万
人
で
三
三
・
二
％
の

増
加
、
西
部
は
二
九
四
〇
万
人
で
二
〇
・

二
％
増
加
と
、
絶
対
数
で
は
ま
だ
東
部
が

圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
出

稼
ぎ
労
働
者
が
東
部
か
ら
中
西
部
へ
移
動

中国の就職事情を巡る二つの矛盾 −好調な景気回復の陰で−



アジ研ワールド・トレンド No.178 （2010. 7） 44

し
て
い
る
傾
向
が
明
確
に
見
て
取
れ
る
。

中
で
も
珠
江
デ
ル
タ
地
区
の
減
少
は
著
し

く
、
実
に
二
二
・
五
％
減
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
の
影
響

で
、
同
年
末
か
ら
二
〇
〇
九
年
前
半
に
か

け
て
中
国
の
経
済
成
長
率
も
大
幅
に
落
ち

込
ん
だ
。
仕
事
を
失
っ
た
農
民
工
の
利
益

を
守
る
た
め
、
国
務
院
は
「
国
務
院
弁
公

庁
の
現
下
の
農
民
工
の
仕
事
の
適
切
な
処

理
に
関
す
る
通
知
」（
二
〇
〇
八
年
一
二

月
二
〇
日
）
を
出
し
、
就
業
機
会
の
拡
大

に
加
え
、
故
郷
に
戻
っ
た
農
民
の
創
業
を

支
援
し
、
耕
地
に
係
る
権
益
を
保
障
す
る

よ
う
指
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
度
出

稼
ぎ
に
行
く
こ
と
な
く
故
郷
に
と
ど
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
農
民
工
も
一
定
程
度
存
在

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
中
央
政
府
は
景
気
刺
激
策
と
し

て
投
入
し
た
資
金
を
比
較
的
発
展
の
遅
れ

て
い
る
中
西
部
に
重
点
的
に
配
分
し
、
地

域
格
差
の
是
正
を
図
ろ
う
と
し
た
（
例
え

ば
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
九
日
、「
国
務
院

弁
公
庁
の
国
際
金
融
危
機
に
対
応
し
、
西

部
地
区
経
済
の
平
穏
で
比
較
的
速
い
発
展

を
保
持
す
る
こ
と
に
関
す
る
通
知
」。「
通

知
」
は
、
基
礎
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
強
化
、

環
境
保
護
と
生
態
建
設
の
強
化
、
産
業
構

造
の
転
換
、
民
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
の

強
化
、
医
療
・
文
化
・
社
会
保
障
等
社
会

事
業
発
展
の
加
速
、
四
川
地
震
復
興
等
に

集
中
的
な
投
入
を
行
う
こ
と
を
指
示
し
て

い
る
）。
こ
う
し
た
政
府
の
景
気
刺
激
策

を
受
け
た
中
西
部
は
、
東
部
に
比
べ
て
輸

出
の
落
ち
込
み
に
よ
る
影
響
が
小
さ
か
っ

た
う
え
、
景
気
回
復
が
加
速
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
職
を
失
っ
て
故
郷
に
帰
っ
た
労

働
者
が
東
部
へ
は
戻
ら
ず
、
中
西
部
に
流

れ
る
動
き
が
生
ま
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
、中
国
政
府
が
「
三
農
問
題
」

解
決
を
最
重
点
と
し
て
取
り
組
み
だ
し
て

以
来
、
農
村
の
実
質
所
得
は
向
上
し
て
お

り
（
見
掛
け
の
収
入
増
に
加
え
、
農
業
税

の
廃
止
な
ど
の
要
素
も
あ
る
）、
加
え
て

「
家
電
下
郷
」
政
策
で
農
村
に
お
け
る
家

電
製
品
購
入
に
補
助
を
行
う
よ
う
に
な
る

な
ど
、
総
じ
て
農
村
で
は
生
活
レ
ベ
ル
が

改
善
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代

か
ら
九
〇
年
代
の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
は
、

稼
い
だ
金
で
家
を
建
て
る
と
い
う
目
標
が

あ
っ
た
も
の
の
、
新
し
い
世
代
は
既
に
親

が
立
て
た
家
が
あ
り
（
し
か
も
一
人
っ
子

同
士
が
結
婚
す
る
と
二
軒
に
な
る
）、
敢

え
て
苦
労
し
て
（
特
に
東
部
の
よ
う
な
生

活
コ
ス
ト
の
高
い
）
都
会
に
行
か
な
く
て

も
構
わ
な
い
と
考
え
る
若
者
も
少
な
く
な

い
。
農
村
に
は
な
お
一
億
人
余
り
の
余
剰

労
働
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
労
働
力
不
足
が
見
ら
れ
る
と

い
う
一
見
矛
盾
し
た
よ
う
に
見
え
る
状
況

の
背
景
に
は
こ
う
し
た
事
情
も
あ
る
。

　

出
稼
ぎ
労
働
者
不
足
の
原
因
と
し
て
、

全
国
政
協
委

員　

王
健

林
・
大
連
万

達
集
団
董
事

長
は
新
華
社

の
取
材
に
対

し
、
①
労
働

報
酬
が
低
す

ぎ
る
、
②
労

働
環
境
が
劣

悪
、
③
労
働

強
度
が
高

い
、
④
社
会

保
障
が
十
分

で
な
い
、
を

挙
げ
て
い

る
。

（
一
）
収
入

　

農
民
工
の

平
均
月
収
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

全
国
平
均
が
一
四
一
七
元
で
あ
る
の
に

対
し
、
長
沙
晩
報
が
本
年
二
月
に
行
っ
た

湖
南
省
農
民
に
対
す
る
調
査
で
は
、
五
割

以
上
の
農
民
が
三
〇
〇
〇
元
以
上
を
希

望
、
二
〇
〇
〇
元
は
三
七
％
、
一
〇
〇
〇

元
で
よ
い
と
し
た
農
民
は
一
割
に
過
ぎ
ず
、

両
者
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

　

特
に
東
部
は
中
西
部
に
比
べ
て
収
入
の

伸
び
率
が
低
く
、
生
活
コ
ス
ト
が
高
い
こ

と
を
考
え
る
と
東
部
へ
の
出
稼
ぎ
は
割
に

合
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。例
え
ば
、

広
東
省
で
は
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
出
稼

ぎ
労
働
者
の
平
均
給
与
は
一
六
七
七
・
八

元
で
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
前
年
か
ら
七
〇
元
余
り
の
増
加
、
対

し
て
平
均
支
出
は
八
三
・
九
二
元
増
加
し

た
た
め
、
実
質
的
に
は
収
入
減
と
な
っ
て

い
る（
二
月
一
日
付
金
羊
ネ
ッ
ト
）。な
お
、

出
稼
ぎ
労
働
者
の
収
入
は
広
東
省
の
全
労

働
者
の
平
均
給
与
の
六
割
足
ら
ず
だ
。

　

四
月
一
三
日
新
華
社
は
、
深
圳
の
労
働

者
の
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
あ
る
日
系
企

業
の
三
二
歳
の
労
働
者
は
二
〇
〇
二
年
の

月
収
が
七
〇
〇
元
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

七
年
経
っ
て
も
一
〇
〇
〇
元
前
後
に
過
ぎ

ず
、
別
の
香
港
系
企
業
の
労
働
者
は
「
一

〇
年
間
給
料
が
上
が
っ
て
い
な
い
」
と
不

満
を
漏
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
結
局
こ
れ

ら
企
業
で
は
労
使
交
渉
の
結
果
給
与
ア
ッ

プ
が
決
ま
っ
た
。

　

給
与
の
額
だ
け
で
な
く
、
給
与
遅
配
も

（出所）国家統計局「2009年農民工監測調査報告」より。

図2　出稼ぎ農民工の地域分布

表2　地域別農民工平均月収
（単位：元、％）

2009 2008 増減額 増減率

全　　国 1,417 1,340 77 5.7

東部地区 1,422 1,352 70 5.2

中部地区 1,350� 1,275 75 5.9

西部地区 1,378 1,273 105 8.3

（出所）国家統計局「2009年農民工監測調査報告」より。

トレンド・リポート
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農
民
工
を
取
り
巻
く
問
題
の
一
つ
だ
。
前

出
の
統
計
局
調
査
に
よ
る
と
二
〇
〇
九
年

の
給
与
遅
配
は
一
・
八
％
と
前
年
の
四
・

一
％
か
ら
大
幅
に
改
善
し
て
い
る
が
、
遅

配
は
建
築
業
と
製
造
業
に
集
中
し
て
起

こ
っ
て
い
る
。

（
二
）
労
働
環
境

　

社
会
科
学
院
が
二
〇
〇
八
年
に
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
五
三
・
七
％
の
農
民
工

が
不
良
な
労
働
環
境
に
置
か
れ
、
三
六
・

五
％
は
週
の
休
日
が
一
日
に
満
た
な
い
と

答
え
た
。「
不
良
な
労
働
環
境
」
に
は
「
有

毒
物
質
」、「
粉
塵
」、「
騒
音
」、「
高
湿
」、

「
高
所
作
業
」
の
い
ず
れ
か
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
精
神
面
ま
た
は
身
体
面

で
の
健
康
が
優
れ
な
い
も
の
が
四
割
を
超

え
、
中
に
は
腰
が
曲
が
っ
た
り
、
歩
行
や

階
段
昇
降
が
困
難
に
な
っ
た
り
す
る
も
の

が
一
割
を
超
え
る
と
い
う
。

（
三
）
労
働
強
度

　

被
雇
用
者
で
あ
る
出
稼
ぎ
労
働
者
の
出

勤
日
数
は
月
平
均
で
二
六
日
、
週
労
働
時

間
は
五
八
・
四
時
間
で
、
週
の
労
働
時
間

が
労
働
法
で
規
定
す
る
四
四
時
間
を
超
え

る
労
働
者
が
実
に
八
九
・
八
％
を
占
め
る
。

時
間
給
が
上
昇
し
な
い
た
め
、
残
業
で
カ

バ
ー
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
見
て
取
れ

る
。

（
四
）
社
会
保
障

　

雇
用
主
が
農
民
工
の
た
め
に
納
め
て
い

る
養
老
保
険
（
年
金
）、
労
災
保
険
、
医

療
保
険
、
失
業
保
険
お
よ
び
生
育
保
険
の

納
入
率
は
そ
れ
ぞ
れ
七
・
六
％
、
二
一
・

八
％
、
一
二
・
二
％
、
三
・
九
％
お
よ
び

二
・
三
％
と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
は
言

え
、
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
。
こ
の
結

果
、
出
稼
ぎ
労
働
者
は
労
働
災
害
に
遭
っ

て
も
十
分
に
補
償
が
受
け
ら
れ
ず
、
ま
た

病
気
や
怪
我
の
際
は
費
用
が
高
す
ぎ
て
病

院
に
か
か
れ
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

業
種
別
に
見
る
と
、
中
で
も
建
築
業
の
納

付
率
が
際
立
っ
て
低
い
。

二
．
政
府
の
取
り
組
み

　

人
力
資
源
部
は
四
月
二
三
日
の
記
者
会

見
に
お
い
て
、
特
に
「
農
民
工
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
」
と
い
う
項
を
設
け
て
以
下

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
と
し
て
い

る
。

①　

�

農
民
工
の
育
成
訓
練

国
家
統
計
局
の
資
料
に
よ
る
と
、
五

一
・
一
％
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
何
ら

の
職
業
訓
練
も
受
け
て
い
な
い
。
技

能
や
知
識
を
付
け
さ
せ
、
よ
り
付
加

価
値
の
高
い
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
で

待
遇
改
善
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ

る
。

②　

�

農
民
工
の
社
会
保
険
へ
の
参
加
を
円

滑
に
進
展
さ
せ
る

た
だ
、
金
融
危
機
の
影
響
等
も
あ
っ

て
、
最
近
医
療
保
険
や
労
災
保
険
へ

の
加
入
者
数
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い

る
。

③　

�

農
民
工
の
給
与
支
払
状
況
特
別
検
査

を
行
う

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
二

〇
一
〇
年
五
日
ま
で
の
期
間
に
お
い

て
、
全
国
で
一
五
〇
万
人
近
く
の
農

民
工
に
未
払
い
賃
金
お
よ
び
賠
償
金

三
〇
億
元
近
く
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。

　

特
に
八
〇
後
、
九
〇
後
と
呼
ば
れ
る
若

年
労
働
者
の
割
合
が
上
昇
す
る
中
、
給
与

金
額
以
外
に
社
会
保
障
や
福
利
厚
生
を
充

実
さ
せ
、
不
払
い
や
遅
配
を
な
く
す
こ
と

が
重
要
だ
が
、
そ
も
そ
も
雇
用
主
と
の
間

で
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
る
割
合
は
二

〇
〇
九
年
で
四
二
・
八
％
に
過
ぎ
ず
、
特

に
建
設
業
で
は
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い

な
い
割
合
が
七
四
％
に
上
る
。
ま
た
、
出

稼
ぎ
労
働
者
の
う
ち
小
学
校
レ
ベ
ル
の
教

育
水
準
の
者
が
一
〇
・
六
％
、
中
学
レ
ベ

ル
が
六
四
・
八
％
を
占
め
、
中
は
文
盲
の

者
も
一
・
一
％
い
る
。
中
央
政
府
が
掲
げ

る
職
業
訓
練
の
充
実
や
雇
用
契
約
締
結
率

の
向
上
な
ど
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、

か
な
り
の
困
難
を
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　

広
東
省
で
は
三
月
以
降
大
幅
な
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
昨

年
末
か
ら
外
資
系
企
業
で
も
賃
上
げ
を
求

め
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
多
発
し
て
い
る
。
他

方
、
ア
パ
レ
ル
や
日
用
品
な
ど
利
幅
が
薄

い
業
種
で
は
賃
上
げ
を
含
む
待
遇
改
善
の

余
力
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
後
コ
ス
ト
上

昇
に
仮
に
人
民
元
レ
ー
ト
の
切
り
上
げ
が

加
わ
っ
た
場
合
、
こ
う
し
た
業
種
に
属
す

る
中
小
企
業
を
中
心
に
工
場
閉
鎖
や
内
陸

部
へ
の
移
転
を
迫
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
増
加

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。そ
う
な
れ
ば
、

そ
こ
で
働
く
大
量
の
労
働
者
が
放
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
一
転
し
て
労
働
力
の
供

給
過
剰
、
失
業
が
生
ま
れ
る
（
某
中
国
人

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）。
こ
れ
ら
労
働
者
を

人
手
が
不
足
す
る
分
野
に
シ
フ
ト
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
問
題
は
解
決
す
る
が
、

何
ら
の
職
業
訓
練
も
受
け
て
い
な
い
労
働

者
や
中
高
年
労
働
者
が
少
な
く
な
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

　

高
学
歴
者
と
農
民
工
と
い
う
異
な
る
労

働
者
層
の
間
で
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
層
の
中
に
お
い
て
も
、

専
攻
分
野
や
地
域
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。
政
府
は
、
産
業
政
策

全
体
の
策
定
お
よ
び
実
施
と
併
せ
、
一
層

き
め
細
か
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

（
ど
う
の
う
え　

た
け
お
／
北
京
在
外
研
究

員
）
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